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２０１９年９月 会報  厚木ワイズメンズクラブ 第１８０号 

 日下部クラブ会長 楽しく 気長に じっくりと 

主   湘南・沖縄部部長 ワイズを社会に広める基盤の再構築をする 

 東日本区理事 勇気ある変革，愛ある行動 

題 アジア太平洋地域会長 Ａｃｔｉｏｎ！ 

 国際会長 より良い明日のために今日を築く 

第１例会報告 

７月３１日１８：３０から厚木ＹＭＣＡにおいて第

１例会を実施しました。 

日下部さん卓話 

「ストーリングテリング」とは、東京子ども図書

館の創設者松岡京子さんが、アメリカで図書館学を

学んだ際、テレビのなかった時代世界各国に劇を楽

しむかのごとく語りを楽しむジャンルが存在し、日

本のように子育ての一手段の意味合いも含めた大人

もお話の筋を楽しむことをいいました。聞き手に先

入観を植えつけずに話の道順を味わってもらって物

語の世界に想像の余地を多く残す作業のお手伝いを

するのが、語り部の役割であくまで黒子に徹します。

そのため、棒読みとは違うのですが、声色をつかっ

たり、劇的要素はなるべく抑えます。味わって欲し

いのは物語の中身であって語り手のすばらしさでは

ないからです。 

間の取り方も、聞き手との阿吽の呼吸で決めてい

きますので字面を全部暗記して、聞き手の顔を見て

語ります。紙芝居は芝居のジャンルなので、声色も

つかっていいのですが顔はなるだけ絵の横にださな

いように演劇の先生にならいました。絵本の読み聞

かせも、必要に応じてしますが、絵の横で顔が邪魔

にならないように絵に向きっぱなしになります。 

「死」が病院でむかえられるようになり、日常で

なくなってきた昨今ではアニメのような手法ではつ

たえにくく、昔話のストリーも変えられてしまうよ

うになりましたが、昔話は本来残酷なのです。まわ

りにいる動物は最近でこそ可愛いペットですが、ち

ょっと前まで油断すれば人間と敵対する存在でした。

食うか食われるかは当たり前だったのです。それに

弱い立場の３人兄弟だと、必ず末っ子が努力と幸運

で成功するのです。子どもは力が弱いので今いる条

件を変えずに冒険したがっています。頑張れば叶う

ことを信じたいのです。そして悪者はしっかり罰せ

られねばならないのです。時々こんなむごい結末を

語れないということが話題になることがありますが、

「悪はきちんと始末をつけてやらなければ」と原作

に忠実に語ります。 

こどもたちが空想の世界に入っていくのは、視線

をみているとわかります。語り手の顔に有る時は聞

いていません。語り手を通り越して遠くに絵を描き

はじめるので、ハメルンの笛吹きの気分でこちらは

物語をたどっていくだけです。 

聞くという行為は、かなり高度な作業で昨今のテ
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レビに全部字幕がつくのも親切過ぎて、人の気持ち

をくみ取る力にはならないなと思います。活字から

くみ取る一歩手前が、聞いて想像することだと思う

のです。 

私の所属する「厚木おはなし会」も３５周年を迎

え、私も３０年以上活動をしてきました。２年間か

けて厚木の小学校を全部まわることを３０年やって

きましたが、私たちの活動とは別ですが朝読の時間

が削られたり短くなったりしていると聞きます。最

後に登場人物の心の中が微妙に揺れ動く様がはっき

りみえる「黄色いリボン」という短いお話をしてみ

ます。聞いて心の動きがわからなければ、いじめも

なくならないだろうと思います。語りを聞くことは

高学年や大人にこそ必要な訓練だと思っています。 

(この後「黄色いリボン」のお話を頂く)  

 

連絡と検討 

次回の例会(８月２８日)はカラオケルームで行い

ます。ボックスは今選定中です。例会の後時間があ

ったらカラオケを楽しみたいと思います。カラオケ

の指導は小林美智枝さんにお願いをいたします。 

第二例会(８月１０日)は４時半からＹＭＣＡで行

います。８月３１日子ども食堂を行います 

９月の卓話は厚木危機管理部の方々に来ていただ

いて厚木市全体の危機管理についてお話頂くことに

なりました。先方のご希望もありクラブだけでなく

厚木Yの方々にも出席願い聞いていただく[ことにな

りました。１０月の移動例会ですが行き先は東京で

す詳細はまた決定します。 

１１月例会卓話は日本語学科についてお話しいた

だくことが決まりました。 

お話の内容について参考までにと田口ワイズから日

ごろ日本語学科についてもっとお聞きしておきたい

と思っていた事をまとめて箇条書にして提出を致し

ました。 

-------------------------------------------- 

第２例会報告 

８月１０日１６：００から厚木ＹＭＣＡにおいて

第二例会を実施しました。 

1  28 日カラオケルームの予約等は、担当者美智枝さ

んに任せる 出欠の連絡は小松さんのメール等に一週

間前までに返信すること ラインでここまでに意思表

示済みの人は再度必要ない。急なキャンセルは美智枝

さんに連絡 

2  18日福祉の広場は、午前10時から文化会館集合 小

松さん節子さん日下部参加予定 

3  ロースターに載せる広告代など必要か不要かは、

二月頃までに再検討が必要 

4  ワイズがこれからどういう活動を目指して行った

らよいかは、第 2例会などを使って議論を重ねていき

たいので、皆さんの参加をお待ちしています。 

5  ラインなどを駆使して意思疏通が手軽に計れるよ

うになりましたが、ラインに入ってない人とのギャッ

プをどう埋めるか、良い案があったら、教えてくださ

い 

6  11 月の卓話は、日本語学科の竹山さんではなく主任

の方が受けてくださいましたが、会員の一人からぜひ

お聞きしたいこととして箇条書きが提出されています。 

7  ブリテン担当の堀田さんの負担を減らす為に原稿

はなるべく早く提出しましょうとの話題も出ました。

第 2週を第 1例会に、第 4週を第 1 例会にするとニュ

ースに相応しいブリテンが出せるのではないか？まだ

まだ検討の余地ありです。日下部 記 

------------------------------------------------------------------- 

合同納涼祭参加報告 

  ８月２２日 横浜・鎌倉・横浜とつかクラブ合同

納涼例会が横浜ロイヤルホールで行われ、厚木クラ

ブから日下部、佐藤、小松、川口の４名が参加しま

した。 

全体では３８名の参加ありました。 

この会は今回が初めての開催ですが、毎年実施さ

れていたとつかクラブの加藤利榮邸で行わりていた

納涼祭の流れを汲むものです。 

加藤様もまた、周りのサポートの方々もかなり大



変なことだったと思います。加藤様宅のお庭で風に

吹かれてのビールや手作りのおつまみの味が忘れら

れません。 

 

 

例会の後は演芸会となり、各自ご自慢ののどや腕

を披露しました。 

普段聞けない朗々たる歌声や自分に徹した歌声や

楽器の演奏等々芸達者がそろっていることを再認識

致しました。 

スタッフの皆様ありがとうございました。 

３クラブ合同例会参加報告 

 ３クラブ合同納涼例会 東京町田コスモスクラ

ブ・東京町田スマイリングクラブ、東京多摩南クラ

ブの合同納涼例会が 8月6日火曜日18時半から永山

駅近くのベルブ永山調理室で開かれました。 

厚木クラブからは小松さんと日下部が出席いたし

ました。 

調理台の上には食品ロスに対する活動をしている

方が考案されたおいしそうな料理のお皿が並び、農

園経営の新鮮な野菜が彩りを添えていました。垣根

を越えてワイズの面々がより集う様はワイズの理想

にぴったりのような気がして大変刺激を受けました。

(日下部) 

福祉の広場 2019 参加報告 

 

 

８月１８日日曜日午後、厚木市文化会館で「福祉

の広場 2019」ふれあいコンサートインあつぎが開

かれました。厚木市で練習を重ねる二胡の演奏は、

懐かしの曲や震災復興支援の曲で、場が和みました。 

厚木クラブからは日下部、佐藤、小林の 3 名が出

席し、受付などを行いました。 

 二部の福祉施設で活動中のパフォーマンスは、一



部とうってかわって、若々しく笑いを誘う楽しさに、

舞台に 50 人ぐらいの観客が一緒に踊りを楽しみま

した。赤ちゃんがお母さんに抱かれて参加する姿は

まさにふれあいそのものを思わせました。 

 三部は、75 人ぐらいのオーケストラが奏でる夏ら

しい元気な曲を楽しみました。後で知りましたが、

鎌倉オーケストラには、３月まで厚木ホサナの加藤

氏が参加されていました。 

 準備期間が短い中、交通費も出演料もお弁当もな

いないづくしの中、不満もなくスムーズに流れてい

たのは奇跡に等しい。宣伝の仕方や呼びかけ方の工

夫でもっと意義あるイベントになっていく可能性は

大と見受けました。お疲れ様でした。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

厚木鮎まつり参加報告 

８月４日 昨年に続き今年も厚木花火大会の片付

けに参加しました。厚木クラブからは日下部、石井、

小松、堀田の４人が参加しました。この作業には色々

な団体がのぼりを立てて大勢参加します。 

昨晩の見事な花火を観た翌朝ですからごみも多い

だろうと思っていると意外とそうではなく人々のマ

ナーの良さが伺われます。 

 

昨年は朝６時集合にしたらすでに作業は進んでい

て後れを取ってしまいました。今年は５時に集合と

しました。会場につくともうすでに何人か作業を始

めていました。 

我々も軍手をつけてごみ袋にごみを拾い集め、７

時ごろ完了しました。 

来年度はオリンピックの関係で警備が手薄になる

ため花火大会は中止になるという話もありますが厚

木市とワイズメンズクラブの、あるいはＹＭＣＡと

のつながりを大切にするため何かの形で奉仕してい

きたいと思います。 

厚木の花火大会にぜひおいでください。 

 

 

------------------------------------------------------------------- 

９月クラブ活動予定 

９月 ２日 三校合同スピーチコンテスト 

９月 ３日 Ｙ－Ｙ‘ｓ協議会 

９月１４日 厚木クラブ第２例会 

９月２３日 会員スポーツ大会 

９月２５日 厚木クラブ第１例会 

--------------------------------------------- 

監事より一言 

 

今期より、このコーナーが「幹事」から

「監事」になったことにお気づきでしょうか。

この２つの言葉、発音は同じであるが、意味

はだいぶ違うと思います。「監事」という大

役は小生にはちょっと荷が重い。皆さまの助

けが欲しい。そこで、日ごろ気にかかってい

たことを皆さまと一緒に考えてみたいと思い

ます。「ろば」（自由献金）のことです。「ろ

ば」の活用について考えてみていただけませ

んでしょうか。 

 


